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〜
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月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

縄文遺跡群世界遺産推進支援フォーラム／市長ダイアリー 秋田大学「地（知）の拠点整備事業」フォーラム／心の健康づくり講演会

　
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産
推
進
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
11
月
29
日
に
東
京
都
目

黒
区
の
東
工
大
蔵
前
会
館
で
開
か
れ
、
首

都
圏
の
歴
史
の
研
究
者
や
愛
好
者
な
ど
約

１
０
０
人
に
伊
勢
堂
岱
遺
跡
と
北
秋
田
市

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は「
縄
文
時
代
研
究

の
最
前
線
」を
テ
ー
マ
に
、
北
海
道・
北
東

北
の
縄
文
遺
跡
群
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

に
向
け
機
運
醸
成
を
図
ろ
う
と
、
北
秋
田

市
と
首
都
圏
在
住
の
経
済
人
な
ど
で
つ
く

る
北
東
北
歴
史
懇
談
会
が
主
催
し
た
も
の
。

　
は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
津
谷
市

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て

伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
ほ
か
北
秋
田
市
の
文
化

財
や
民
俗
芸
能
、
森
吉
山
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
國
學
院
大
学
文
学
部
の
谷
口

康
浩
教
授
が
「
縄
文
人
の
祖
霊
観
念
と
儀

礼
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
い
、
秋
田

県
教
育
庁
文
化
財
保
護
室
の
新
海
和
広
文

化
財
主
査
が
、
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文

遺
跡
群
の
特
徴
や
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

し
た
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
の
榎
本
剛
治
主
査
が
、
伊
勢
堂

岱
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
報
告
し
た

ほ
か
、
28
年
春
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
進

め
て
い
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
解
説
し
ま
し
た
。

11
月
19
日（
水
）▽
北
秋
田
市
防
災
会
議（
本
庁
舎
）▽
平
成
26
年
度
環
境・保
健
事
業

知
事
表
彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
合
川
商
店
振
興
会
研
修
会
・
懇
親

会（
佐
登
志
）

20
日（
木
）▽
綴
子
地
区
行
政
懇
談
会（
綴
子
公
民
館
）

21
日（
金
）▽
秋
田
大
学「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
in

　
　
　
　
北
秋
田（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

25
日（
火
）▽
平
成
26
年
度
第
２
回
北
秋
田
市
民
病
院
運
営
協
議
会（
市
民
病
院
）

26
日（
水
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道（
株
）第
96
回
定
例
取
締
役
会（
秋
田
市
）▽
県

道
矢
坂
糠
沢
線
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
要
望
活
動（
能
代
市
ほ
か
）▽

鷹
巣
中
学
校
女
子
陸
上
部
東
北
中
学
校
駅
伝
競
争
大
会
優
勝
報
告

（
本
庁
舎
）

27
日（
木
）▽
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
職
員
提
案
制
度
受
賞
者
表
彰

（
本
庁
舎
）

28
日（
金
）▽
定
例
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
第
２
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員

会（
本
庁
舎
）

29
日（
土
）▽
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産
推
進
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム（
東
京
都
）

12
月
１
日（
月
）▽
省
庁
訪
問（
東
京
都
）

２
日（
火
）▽「
母
の
実
会
」書
籍
贈
呈（
本
庁
舎
）

４
日（
木
）▽
平
成
26
年
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会
本
会
議（
〜
19
日
・
議

事
堂
）

12
日（
金
）▽
平
成
26
年
度
北
秋
田
市
医
療
団
体
と
の
業
務
協
議
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

13
日（
土
）▽
澤
藤
巌
氏
、松
橋
田
加
生
氏「
叙
勲
受
章
祝
賀
会
」（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

あ
い
か
わ
）▽
佐
藤
秀
信
氏
永
年
防
犯
功
労
者
防
犯
栄
誉
章「
金
章
」

受
章
祝
賀
会（
坊
沢
公
民
館
）

15
日（
月
）▽
台
湾
教
育
旅
行
関
係
者
交
流
懇
談
会（
縄
文
の
湯
）

  
秋
田
大
学「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４ 

in 

北
秋
田
が
、

11
月
21
日
に
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
地
域
住
民
な
ど
約
２
０

０
人
が
参
加
し
て
鉱
山
文
化
の
振
興
に
よ

る
地
域
活
性
策
を
探
り
ま
し
た
。

　
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
は
、
地
域
か

ら
提
案
さ
れ
た
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た

課
題
に
つ
い
て
、
秋
田
大
学
と
秋
田
県
、

事
業
参
画
市
（
北
秋
田
市
、
横
手
市
、
潟

上
市
）
の
３
者
が
地
域
住
民
と
協
働
で
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
も
の
。

北
秋
田
市
で
は
、
か
つ
て
鉱
山
で
栄
え
た

阿
仁
の
文
化
を
発
掘
・
復
活
さ
せ
、
文
化

振
興
に
よ
る
新
た
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

そ
う
と
「
鉱
山
の
隆
盛
が
も
た
ら
し
た
阿

仁
文
化
の
現
代
へ
の
活
用
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
高
知
大
学
教
育
研

究
部
の
荻
慎
一
郎
教
授
が
「
江
戸
時
代
の

阿
仁
鉱
山
と
地
域
」
と
題
し
て
講
演
。
荻

教
授
は
「
幕
府
は
長
崎
輸
出
銅
を
確
保
す

る
た
め
、
銅
の
流
通
を
統
制
し
、
さ
ら
に

１
７
１
６
年
か
ら
長
崎
輸
出
銅
の
割
当
て

制
を
敷
き
、
秋
田
阿
仁
１
１
２
０
ト
ン
、

別
子
・
立
川
１
０
２
０
ト
ン
、
南
部
尾
去

沢
２
４
０
ト
ン
、
生
野
２
５
５
ト
ン
な
ど

主
要
銅
山
に
課
し
た
。
阿
仁
銅
山
は
別
子

銅
山
と
並
ぶ
二
大
銅
山
で
あ
っ
た
」
な
ど

と
解
説
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
阿
仁
で
生

産
さ
れ
た
銅
は
、
長
崎
か
ら
中
国
商
人
や

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
、
対
馬
藩
に

よ
っ
て
ア
ジ
ア
各
国
へ
輸
出
さ
れ
て
銅
銭

鋳
造
の
原
料
と
な
り
、
ア
ジ
ア
の
経
済
発

展
に
も
大
き
く
寄
与
し
た
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
の
濱
田

純
分
校
長
が
司
会
を
務
め
、
秋
田
大
学
教

育
文
化
学
部
の
志
立
正
知
教
授
、
同
教
育

文
化
学
部
の
篠
原
秀
一
教
授
、
同
国
際
資

源
学
部
の
千
田
恵
吾
技
術
専
門
員
が
、
こ

れ
ま
で
阿
仁
地
区
で
実
施
し
た
事
業
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
が
、

11
月
26
日
に
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
市
民
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
、
自
殺

予
防
と
が
ん
対
策
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
は
じ
め
に
『
山
本
孝
史

の
い
の
ち
の
バ
ト
ン
』
代
表
の
山
本
ゆ
き

さ
ん
が
「
い
の
ち
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
い

で
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
山
本
さ

ん
は
、
故
・
山
本
孝
史
参
議
院
議
員
の
妻

で
湯
沢
市
出
身
。
が
ん
対
策
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
の
「
が
ん
対
策
基
本
法
」

と
、
自
殺
者
と
そ
の
遺
族
に
対
す
る
支
援

を
定
め
た
「
自
殺
対
策
基
本
法
」
の
成
立

に
向
け
て
、
自
身
も
末
期
の
胸
腺
が
ん
に

侵
さ
れ
な
が
ら
も
法
の
制
定
に
力
を
注
い

だ
山
本
議
員
の
意
志
を
引
き
継
ぎ
、
自
殺

予
防
や
が
ん
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
山
本
さ
ん
は
、
山
本
孝
史
議
員
の
活
動

と
国
会
で
の
様
子
を
紹
介
し
な
が
ら
、
法

律
が
制
定
さ
れ
た
平
成
18
年
当
時
を
振
り

返
り
「
こ
の
法
律
が
、
前
例
が
な
い
程
の

短
期
間
で
成
立
で
き
た
の
は
、
自
殺
対
策

に
取
り
組
む
民
間
の
人
た
ち
に
よ
る
生
の

声
と
、
命
を
守
る
の
が
政
治
家
の
務
め
で

あ
る
と
い
う
山
本
議
員
の
姿
が
、
与
党
野

党
を
問
わ
ず
に
政
治
家
の
心
を
動
か
し
た

か
ら
だ
と
思
う
。
自
殺
は
個
人
だ
け
の
問

題
で
な
く
社
会
全
体
の
問
題
」
な
ど
と
語

り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
い
の
ち
の
総
合
相
談
会
」
な

ど
の
活
動
で
自
殺
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蜘
蛛
の
糸
代
表
の
佐
藤
久

男
さ
ん
と
山
本
ゆ
き
さ
ん
が
「
秋
田
に
生

き
る
〜
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
対
談
し
、
悩
ん
で
い
る
人
の
話

を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
身
近
に
で
き

る
自
殺
予
防
対
策
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
が
ん
と
向
き
合
っ
て

い
く
た
め
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
質
問
が

だ
さ
れ
る
な
ど
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て

考
え
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲山本ゆきさんと佐藤久男さんによる自
殺予防の対談

▲荻慎一郎教授が「江戸時代の阿仁鉱山
と地域」と題して講演

▲参加者に北秋田市の魅力を紹介する津
谷市長

▲首都圏の歴史の研究者など約100人が
参加

秋
田
大
学
「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」
フ
ォ
ー
ラ
ム

鉱
山
文
化
の
振
興
で
地
域
活
性
化
を

縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産
推
進
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

首
都
圏
で
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
Ｐ
Ｒ

い
の
ち
の
大
切
さ
を
考
え
る心

の
健
康
づ
く
り
講
演
会


